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大 型 電 手計 算 機 共 同利 用 _につ い て
川 端 親 堆 (岡大理)
私の所属す る岡山大学理学部には1962年 9月に計算研電子計算機 N宜AC⊥
2203が導入 されました｡.物理学研究の道具 として電子計算機が重要 な役割
を浜ず る私の ような場合､現在使用 LJてい る電子計算機には､記憶容量 r･演算
速度 ,入力装置等の金物に限界があって,研究上支障 を生じているので,大型
電子計算機甲使用を強 く希望 し七きま L/たO もちろん､ この事軍は私個人の問
題 だけでな く耳､地方の多数の研究者間共通の希望であると思いますo幸いに
も､関係者のお骨折 りはよって全国共同利用の目的で､大型電子計算機が東京
大学に設置 され ることを下記の印刷物で溜 り-ました｡
1)有馬朗人 科 学 33 (1963) 450
2)小野 周 科 学 33 0963) 589
3)高木健二 物故研究 1 (1963) 249
4)小野 周 物性研究 1 0964) 409
5)小野 周 日本物理学会誌 19 (1964) 303-
6)森口繁一 運営状況 依療書 1964.6
当分､大型電子妻汁算横設定の見込みのない私達は､中央に設置 され る大型電
子計算棟の共 同利用実施期 日,任用申込手続 ,地方計算 せシターの窓打問題 ,
地方研究者の使用割当時間 ,使用料金 ,デバッグ時間の問題 ,全国利用希望者
に対するプログラミング講習会 ,入力装置の設置場所等に閑心を韓づていますO
∵大学の電子計算機の管理運営 と全国共同利用の大型電子計算機の管理運営 と
では､質的 な相異点があるか もしれませんが､参考ま七に､岡山大学の退去 2
ヶ年問の実状を紹介 させていただきます o 電子計算機は理学部で管理運営 して
いますが､理学部外の学内研究者の利用希望 も多数ありますの七､利用者の全
学的な声を反映 しながら電子計算機を運転 しています ｡ プログラミングからパ





です｡ 例外 として､教授 ,助教授 も積極的に電子計算機の使用にタッチしてい
ます｡このような現実を考慮 して､各学部 ,研究所に所属する実際の利用者達
によって､利用者問甲連絡会 DECUM(Digital a:ユectronic Computer
UserMeeting)を もち､すでに 15回を数えていますQそこで･は､サブルー
チンの商売 ･改皐や数置解析の勉強 もやっていますが､･電子計算機使用申込手





同利用 という名目で導入され るからには､地方の利用希望者の声 も､充分に反
映 していただき､`･名芙 ともに具わった全国共同利用の電子計算機 としての運営/
を希望いたします｡




或は~｢物性研究｣ というような ものは必要がないことを意味 しているのか も知
れません｡.しか し｢物性研究｣の発刊を推進 された方々はこれが是非必要であ




くかけ廃れているわけで もないようですo何れにして もー､物性研究が早 くも物
性論研究 と同じ運命を辿 るのは困ったことだと思 うので､お役に立つかどうか
｢308-
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